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社会基盤システムのソフトウ アに対する依存度が高く 形式手法は設計仕様の厳密な表現の技術と自動検社会基盤システムのソフトウェアに対する依存度が高く 形式手法は設計仕様の厳密な表現の技術と自動検

なり不具合の影響が大きくなってきました 提供サ ビ 証の技術からなります 特に後者の代表であるロジッなり不具合の影響が大きくなってきました。提供サービ 証の技術からなります。特に後者の代表であるロジッ

スや機能競争が激しく開発期間は短くなる一方です ク・モデル検査は実用的な方法として産業界でも関心スや機能競争が激しく開発期間は短くなる 方です。 ク モデル検査は実用的な方法として産業界でも関心

が高 す 本 究 タ プ ズ系限られた期間の中で大きな効果を得る新しいソフトウェ が高まっています。本研究では、エンタープライズ系限られた期間の中で大きな効果を得る新しいソフトウェ

開発法 確立が緊急 課題にな ます 本研究

が高まっています。本研究では、 ンタ プライズ系

から組込みソフトウ アまでの多様なソフトウ アにモア開発法の確立が緊急の課題になっています。本研究 から組込みソフトウェアまでの多様なソフトウェアにモア開発法 確 緊急 課題 な ます。本研究

では 形式手法と呼ぶ技術をどのように使えば効果的 デル検査法を適用する方法を多面的に進めていますでは、形式手法と呼ぶ技術をどのように使えば効果的 デル検査法を適用する方法を多面的に進めています。

であるかをあきらかにしますであるかをあきらかにします。

内容内容

デ ペ ダブ ウ ムディペンダブルソフトウェア・フォーラム（DSF Dependable Software Forum）ディペンダブルソフトウェア フォ ラム（DSF, Dependable Software Forum）

（ ）技術 数理論理 基礎をおく ウ 開発手法Correctness by Construction（CxC）技術 － 数理論理に基礎をおくソフトウェア開発手法Correctness by Construction（CxC）技術 数理論理に基礎をおくソフトウ ア開発手法

「基盤 トウ ア技術戦略の産官学協力委員会 提言
産学連携フォーラム

「基盤ソフトウェア技術戦略の産官学協力委員会」提言
産学連携フォ ラム

技術貢献技術貢献

組込みソフトウェア適用ガイドライン ハイブリッド系の表現と解析要求仕様の解析 組込みソフトウェア適用ガイドライン ハイブリッド系の表現と解析要求仕様の解析

－経産省受託研究開発（三菱総研 他: 2008 ） －常微分方程式系との統合－形式手法Event B －経産省受託研究開発（三菱総研、他: 2008-） －常微分方程式系との統合－形式手法Event-B
－事例を通して適用ガイドラインを整理 （茨城大学）－リファインメントによる 事例を通して適用ガイドラインを整理 （茨城大学）リファインメントによる

監視状態（連続量）

－知識集積 → 「SPINクックブック」へモデリング（ナント大学） 変化 可観測

監視状態（連続量）

知識集積 → 「SPINクックブック」へモデリング（ナント大学）

振る舞 仕様 検査

変化 可観測
状態変数制御ソフト

（状態遷移系）
制御対象・外界

方 系－振る舞い仕様の検査： （状態遷移系） （微分方程式系）振る舞い仕様の検査

ランキング抽象
関連発表[8][9] 関連発表[7]

ランキング抽象
関連発表[8][9] 関連発表[7]

関連発表[2] 形式手法＋SPLE「モデル検査法 の展開
関連発表[2] 形式手法＋SPLE「モデル検査法」の展開

－FODAフィーチャプ グラム検査

デル検査法」の展開
FODAフィ チャプログラム検査

ダイアラグラム
プログラム検査

ダイアラグラム
－Specification-based

－FD-Checker
Specification based

FD Checker
Testing (SBT)： デッドロック!!Testing (SBT)：
事前 事後条

デッドロック!!

事前・事後条件からの GUI編集事前 事後条件からの

生成

GUI編集

テスト生成
ポリシ 実行時監視

テスト生成

法政大学
ポリシーの実行時監視

（法政大学）
ポリシ の実行時監視

要求ポ シ 段階検査
GORE（法政大学）

M d l V ifi ti
－要求ポリシーの２段階検査 ゴールグラフ

－Modular Verification：
要求ポリシ の２段階検査

（オレゴン大学 東京大学）
要求仕様 ポリシー

t k h ld G : Formula in形式定義

DbCとモデル検査の
（オレゴン大学、東京大学） 設計

グ生成 抽象

stakeholders G : Formula in
Propositional Logic

形式定義

DbCとモデル検査の
アスペクト指向AOWP PHPプログラム

設計

「兆候」検査
ログ生成
アスペクト

抽象化
Propositional Logic

時相論理式
(LTL)

組み合わせ
－アスペクト指向AOWP PHPプ グラム 兆候」検査

AOWP モデル検査 (SPIN) 自動解析
(LTL)

組み合わせ
（九工大）

デ 検査 ( )

M ＝G ∧ p
自動解析

（総研大中島研究室）
（九工大）

Webシステム Anticipation monitor
M G ∧ p

Satisfiability Checking（総研大中島研究室） Webシステム

生成
Satisfiability Checking
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